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注意：4 問すべてに解答すること（問題番号を明記すること）。 
 
 
第 1 問 A～D の産業が存在する国があ

る。それぞれの産業の生産活動および最

終消費の状況は右表のようになってい

る。このとき以下の設問に答えなさい。 
1) 表中の空欄(a)～(g)に適切な数字を求

めなさい。（各 3 点、計 21 点） 
2) もっとも生産力の小さな産業は A～D のうちのどれか。（4 点） 
 
 
第 2問 インフレーションに関する以下の設問に答えなさい。 

1) インフレーションが正確に予想されていても、なお発生するコストを２つ挙げな

さい。（各 5 点、計 10 点） 
2) インフレ率と失業率のトレードオフ関係を何と呼ぶか。（5 点） 
3) 上記 2)の関係に従うと、インフレ率の上昇を甘受すれば失業率を低下させること

ができるはずである。このような議論に対して、どのような反論が考えられるか。簡

潔に説明しなさい。（10 点） 
 
 
第 3問 経済成長に関する関する以下の設問に答えなさい。 
1) 一人あたり GDP（生産量）が成長するために重要な要因を 3 つ挙げて、簡潔に説

明しなさい。（各 5 点、計 15 点） 
2) 高齢化が進むと、一人あたり GDP（生産量）が低下する可能性が指摘されている。

このようなことが生じる理由を 1)の解答に関連付ける形で簡潔に説明しなさい。（10
点） 
 
 
第 4問 海外と取引していることを前提として以下の設問に答えなさい。 
1) GDP の計算から輸入が控除される理由を簡潔に説明しなさい。（5 点） 
2) A 財の価格がアメリカでは p ドル，日本では q 円のとき，A 財の購買力平価はいく

らになるか。（5 点） 
3) 円とドルの為替レートが 2)の購買力平価より円高になったとき，アメリカと日本

の間での A 財の輸出入取引にどのような影響があると予想されるか。簡潔に説明し

なさい。（15 点） 
 

 A B C D 計 
原料 110 (b) (c) 90 (f) 

付加価値 (a) 150 (d) (e) (g) 
生産物 250 480 200 350 1280 
消費 100 280 90 200 670 


